
会
朝夕は秋らし<ずいぶんと涼し<なり、ひがん花が真つ赤な花を咲かせています。

子どもたちは、10月の運動会に向けて、毎日張り切つて練習に取り組んでいます。年長組は、

「みんなの出をひとつに 全カパワーでがんばろう !」 、年少組は「楽し<元気に !みんなにこに

こ運動会 !」 をテーマに、一人一人の子どもたちが自分なりの “めあて"に向かつて頑張つていま

す。運動場での練習だけでな<、 遊戯室や保育室などからも元気な子ども達の掛け声や、教師の声

が響いています。

運動会では、クラスだけでな<、

全園児が関われるように、チームの

競技も行います。また、お家の方は

もちろん、おじいちゃん 。おばあちや

ん、卒園児の皆さんも参加していた

だき、子どもたちと一緒に運動会を

楽しんでいただきたいと、 “親子競

技"や “祖父逗]の競技" “卒匠]児競技"   〈 年長組ダンス「これからもずつと反だち」の練習風景 〉

なども行います。未就園児のお反達の競技もあります。た<さんの方の参加をお待ちしています。

10月 は、運動会の他にも、園公開日や消防署の方に来ていただいて避難訓練、中学生とのふれ

あい体験など、いろいろな方と交流する行事もあります。園の行事や活動を楽しめるように体調を

整えていきましょう。

や 靱 0-餞
読書の秋密 。毎日

'0分

の読み聞かせに挑戦してみ春せんか?

2学期後半から各クラスで読書ボランテイアの保護者の皆さんに、絵本の読み間かせをしてい

ただ<予定です。子どもたちにとって、楽しいひと時になることでしょう。よろし<お願いいた

します。

小さい頃の読み間かせは、字が読めるようになることや多<の矢口識を覚えること以上にもっと

大切なことがあると思います。お話に親しむことは、子どもたちの感性を豊かにしていきます。

お話を聞いて、頭の中で自分なりにいろいろ想像したり考えたり見えないものを想像する力は、

相手の気持ちを考えたり、周りの人や物を大切に思う気持ちなど、日には見えないけれど大切な

心を育ててい<のではないでしょうか。

小さい頃、読み間かせをしてもらつて楽しかつたという経験は、読書好きな子どもを育てます。

字が読めるようになつても、お話の内容を理解したり、物語の世界に浸つたりというのはまだま

だ難し<、 読み間かせをしてもらうことで、子どもたちはぐつとお話の世界を楽しむことができ

ます。園の図書室や市立図書館を利用して、子どもたちにた<さんの絵本や童話を読んであ|ザて

<ださい。毎日続けることで、「明日は何の絵本かな ?」 と子どもたちに楽しみができ、親子の触

れ合いにもなりますね。家読の取り組みを親子で楽しみましょう。
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